
建築基準法（抜粋） 
 
（用語の定義）  
第二条  この法律において次の各号に掲げる用語の意義は、それぞれ当該各号

に定めるところによる。  
一  建築物 土地に定着する工作物のうち、屋根及び柱若しくは壁を有するも

の（これに類する構造のものを含む。）、これに附属する門若しくは塀、観覧の

ための工作物又は地下若しくは高架の工作物内に設ける事務所、店舗、興行場、

倉庫その他これらに類する施設（鉄道及び軌道の線路敷地内の運転保安に関す

る施設並びに跨線橋、プラットホームの上家、貯蔵槽その他これらに類する施

設を除く。）をいい、建築設備を含むものとする。  
二  特殊建築物 学校（専修学校及び各種学校を含む。以下同様とする。）、体

育館、病院、劇場、観覧場、集会場、展示場、百貨店、市場、ダンスホール、

遊技場、公衆浴場、旅館、共同住宅、寄宿舎、下宿、工場、倉庫、自動車車庫、

危険物の貯蔵場、と畜場、火葬場、汚物処理場その他これらに類する用途に供

する建築物をいう。  
三  建築設備 建築物に設ける電気、ガス、給水、排水、換気、暖房、冷房、

消火、排煙若しくは汚物処理の設備又は煙突、昇降機若しくは避雷針をいう。  
四  居室 居住、執務、作業、集会、娯楽その他これらに類する目的のために

継続的に使用する室をいう。  
五  主要構造部 壁、柱、床、はり、屋根又は階段をいい、建築物の構造上重

要でない間仕切壁、間柱、附け柱、揚げ床、最下階の床、廻り舞台の床、小ば

り、ひさし、局部的な小階段、屋外階段その他これらに類する建築物の部分を

除くものとする。  
 
（建築物の建築等に関する申請及び確認）  
第六条  建築主は、第一号から第三号までに掲げる建築物を建築しようとする

場合（増築しようとする場合においては、建築物が増築後において第一号から

第三号までに掲げる規模のものとなる場合を含む。）、これらの建築物の大規模

の修繕若しくは大規模の模様替をしようとする場合又は第四号に掲げる建築物

を建築しようとする場合においては、当該工事に着手する前に、その計画が建

築基準関係規定（この法律並びにこれに基づく命令及び条例の規定（以下「建

築基準法令の規定」という。）その他建築物の敷地、構造又は建築設備に関する

法律並びにこれに基づく命令及び条例の規定で政令で定めるものをいう。以下

同じ。）に適合するものであることについて、確認の申請書を提出して建築主事

の確認を受け、確認済証の交付を受けなければならない。当該確認を受けた建

築物の計画の変更（国土交通省令で定める軽微な変更を除く。）をして、第一号

から第三号までに掲げる建築物を建築しようとする場合（増築しようとする場

合においては、建築物が増築後において第一号から第三号までに掲げる規模の

ものとなる場合を含む。）、これらの建築物の大規模の修繕若しくは大規模の模

様替をしようとする場合又は第四号に掲げる建築物を建築しようとする場合も、

同様とする。  
一  別表第一(い)欄に掲げる用途に供する特殊建築物で、その用途に供する部

分の床面積の合計が百平方メートルを超えるもの  
二  木造の建築物で三以上の階数を有し、又は延べ面積が五百平方メートル、

高さが十三メートル若しくは軒の高さが九メートルを超えるもの  
三  木造以外の建築物で二以上の階数を有し、又は延べ面積が二百平方メート

ルを超えるもの  


